
 

 

 

 

 

 

 

☆第２回 やまぶき祭開催☆ 

11 月１日（水）、２日（木）の二日間にわたって、第２回やまぶき祭が行われました。今年度のやまぶき祭スローガ

ンは、「去年よりも さらに楽しく元気に レッツトライ新時代」。それぞれの学年・グループが、遊びの指導や生活単

元学習で取り組んできた学習の成果を、堂々と発揮することができました。スローガンのとおり、やまぶき祭の様々な

取組を楽しむ、子どもたちの元気な笑顔がたくさん見られました。保護者の皆様には、たくさんの御参観をいただき

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の発表 

低学年 「秋祭りだよ おみこしわっしょい！」 

  低学年は秋祭りをテーマに、秋野菜の収穫遊びと、お神輿巡行を発表しました。最初に全員で歌『むらまつり』を

歌って、お祭りの雰囲気を盛り上げてスタート。 ３つのグループに分かれ、それぞれの遊びを楽しみました。そして、

見せ場のお神輿巡行。たくさんの保護者の方々や他学部の生徒たちが見てくれている中、秋野菜を飾り付けた３基

のお神輿で、「わっしょい！ わっしょい！」と元気に１階フロアを練り歩きました。  
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京都府立井手やまぶき支援学校 

 

やまぶーも登場！ しゃ

ぼん玉遊びや輪投

げ、コースター作り等

を楽しみました。  
中学部や高等部のコー

ナーを回り、学部を越え

た交流もできました。 



 

中学年 音楽劇「いでたろう」 

  中学年は、遊びの指導で取り組んできた「いでたろう」の音楽劇を発表しました。役になりきってセリフを発表した

り、役割の演技をしたりして、一人一人が自分の役割をしっかりと果たしました。劇の中のダンスやリトミック、合奏

等、どの場面でも、自信をもって堂々と踊ったり演奏したりする子どもたちの姿に、大きな拍手が送られました。 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 劇「めっきら もっきら どおんどん」 

  ５年生は、お客さんと双方向でのやりとりを大切にした劇発表に取り組みました。受付では、大きな声での挨拶、

チケットやグッズの受け渡し等、上手にやりとりしながら、それぞれの役割を全うすることができました。劇でも、練習

の成果を生かし、自分の役割の台詞や動きを堂々と演じきることができました。たくさんのお客さんを前に、緊張感

を感じながらも、たくさんの拍手を浴びながら演じる子どもたちの表情は、喜びと達成感でいっぱいでした。 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 「やまぶきっちゃ        」 

９名の子どもたちが趣向を凝らし、それぞれの得意な描き方を生かした自分達の水族館「やまぶきっちゃ        」を

開演しました。絵や粘土で仕上げた作品紹介に加えて、タブレットで描いたデジタル水族館を用いて、生き物クイズ

の出題も行いました。水族館の中で、１学期に学んだ、お茶を淹れるおもてなしも行いました。役割以上に、子どもた

ち同士でやりとりしたり、お客さんとのコミュニケーションを楽しんだりと、主体的な姿がたくさん見られました。 


